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　登校班会議を行いました。６年生は、後 　本年度最後の業間運動を行いました。 　環境委員会のみなさんが、一生懸命
輩を思ってアドバイスを送り、５年生から 各クラスで１年間取り組んできた長な お世話してくれたパンジーが見頃を迎
は、責任感と意欲が感じられました。 わ跳びの記録にチャレンジしました。 え、お客様を迎えています。

　Ｄ棟前の梅が、満開になり、ほの 　卒業式を挙行しました。保護者のみな様、在校生、職員、来賓のみ
かな香りを漂わせています。まるで な様、はなむけの言葉を寄せて頂いたみな様など、たくさんの方々の
卒業をお祝いしているかのようです。 期待を胸に、６２名の卒業生が、思い出多き学び舎を旅立ちました。

 
 

在在校生が準備してくれた、卒業を祝う桜のメッセージが、満開です。 
　本日、多数のご来賓の皆様にご臨席を賜り、令和六年度第七十八回卒業式を迎えることができたことに、心から感謝申し上げます。 
 
在小学校六年間の学びを終え、延方小学校を卒業する六十二名の皆さん、卒業おめでとうございます。 
在私は、一年間という短い時間ではありましたが、皆さんが後輩や学校のために一生懸命に努力している姿を見てきました。先日配付
された卒業文集も、じっくり読ませていただきました。 
 
　友達にクロールの泳ぎ方を教えるのが上手くいかず悔しかった時に、家族に「教えようとしただけで善い行いだよ」と言われたこと。 
　頑張って練習したリコーダーの演奏で失敗してしまった時に、友達が「失敗は成功のもとだよ」と励ましてくれたこと。 
　テストで失敗してしまい、気持ちの切り替えがうまくできなかった時に、「雨垂れ石を穿つ」という言葉を知り、気持ちを切り替えて
前向きに進めるようになったこと。 
　算数ができなくて悔しかった時に、「ケセラセラ」の言葉を胸に、目標を立てて一生懸命勉強して結果が出たこと。 
　風邪で二年生の持久走大会に出られなかった悔しさから、様々なことに挑戦してきた。「やってしまった後悔は段々小さくなる。やら
なかった後悔は段々大きくなる。」という言葉を知り、大切にしたいと思ったこと。 
　やりたくない気持ちを我慢して漢字練習をがんばったり、持久走大会に向けてこつこつ努力したりして結果が出た時に、「努力は報わ
れる」と母が言ってくれたこと。 
　 
　勉強や運動、習い事など、さまざまな経験や努力、挫折を乗り越えて書かれた文章には、皆さんの成長がしっかりと刻まれています。
これらの経験が、皆さんを「やさしく かしこく たくましく」成長させ、素晴らしい卒業生にしてくれたことを、大変嬉しく思います。 
 
　六年生の国語で学んだ「考えるとは」のなかに、「人間は考える葦である」という言葉が出てきました。人間はか弱い存在だが、考え
ることによって大きな存在にもなれる。という意味です。ところでみなさんは何を考えるでしょうか。私は、今、自分がしようとして
いるその行動は、その発言は「誰かのためになるのか」を考えることが大事だと思います。その行動は、発言は「誰かのためになるの
か」頭の片隅に置いておいてもらえればうれしいです。 
 
　保護者の皆様、本日は、お子様のご卒業、誠におめでとうございます。また、これまで本校の教育活動 
にご理解、ご協力をいただきましたこと、深く感謝申し上げます。本日、小学校卒業という節目を迎えら 
れ、これまでの苦労も大きな喜びに変わっていることと存じます。大きく成長したとはいえ、子どもたち 
を取り巻く環境は、さらに厳しくなっていきます。引き続き、温かく見守り、支えていただければ幸いで 
す。 
 
　最後に、卒業生一人ひとりが明るい未来を切り拓き、素晴らしい成果を上げていくことを、心より願い、 
式辞とさせていただきます。 
                                               　　　　　　潮来市立延方小学校長　高岡　成郎
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